
令和５年度当初予算案のポイント

訪れてよし・住んでよし
新潟県ナンバー１の五泉を目指して！

令和５年度の予算編成基本方針

第２次五泉市総合計画の後期基本計画の２年目として、

「ずっと五泉。～次の一歩、ともに未来へ～」

の実現を目指す上で、ウィズコロナ、ポストコロナに向けた
社会経済活動の活性化を図るため、

「新しい視点（着想と発想）で次の一歩、ずっと五泉。」

へとバージョンアップ



予算編成の基本方針 (1)重要事項

1) 市民のニーズによる施策推進

①少子化の打開

②人口減少の歯止め

③市民と行政のコミニュケーション活性化

④交流人口の促進

⑤ＳＤＧｓへの取組

2) 第２次五泉市総合計画後期基本計画１年目の

ＰＤＣＡを意識して全庁体制で取り組む。

3) 急激な社会変化や、将来のハード・ソフトへの投資による財政出動に備え、

財政調整基金の取り崩しを行うことなく、健全財政を維持する。



予算編成の基本方針 (2)財源の確保

1) 国や県の補助金については、正確な情報収集に努め、

将来的な負担についても十分に検討の上、積極的に活用する。

2) 地方債については、対象要件や充当率、元利償還金に対する

交付税措置の有無等の情報把握に努めるとともに、将来世代

に過大な財政負担を残さないよう十分留意し活用する。

3) ふるさと納税、及び新たに制度を設けるネーミングライツ等を積極的に活用し、

市民や市外在住者のまちづくりへのかかわり意識の向上と財源の確保に取り組む。

4) 市税、使用料等については、収納率の向上や利用者の増加を図り、増収に努める。



予算編成の基本方針 (3)歳出の重点化

1) 新規、拡充事業の予算化にあたっては、市民のニーズを第一に
緊急性、重要性、費用対効果等を十分に精査する。

2) 継続事業についても、ＰＤＣＡサイクルを回し、優先順位の精査や
無駄の排除を徹底し、事業の選択と集中を進める。

3) 公共施設については、現在策定中の五泉市公共施設等総合管理計画、
個別施設計画の方針に基づき取り組む。



①少子化の打開

市民ニーズによる施策推進

第３子以降保育料無償化

子育て世代応援
出生から高校生までの入院時一部負担金無償化

出産子育て応援給付金
にこにこ出産応援金 5万円 すくすく子育て応援金 5万円

子育て支援センター改修、移転

学校、保育園等の給食費支援

遠距離通学支援の拡充



②人口減少の歯止め
市民ニーズによる施策推進

ウェルカムファミリー住まいる
中古物件購入者への助成加算

新規農業、林業就業者への支援
ニューファーマーズ応援事業補助金

Uターン、Iターン支援
「移動コンシェルジュ」



③市民と行政のコミュニケーション活性化

市民ニーズによる施策推進

防災情報のLINEによる配信伝達

通院サポートタクシー（実証試験運用）

移動図書館による山間地住民との接点増加

移動期日前投票所の設置

フレイル予防

特定健診受診率向上に向けた傾向別の受診勧奨



④交流人口の促進

市民ニーズによる施策推進

(仮称)アーバンスポーツ施設建設

スポーツツーリズムの推進

葛飾区都市交流（花のまち外交）

ラポルテ五泉へ観光案内所移転（２月補正）



⑤SDGsへの取組
市民ニーズによる施策推進

地球温暖化防止
カーボンニュートラルへの取組み

環境負荷の低減
災害時対応電源 電気自動車の導入

家庭ごみの減量化 生ごみ処理機購入支援

環境にやさしい栽培方法や低コスト生産に取り組む
強い農業経営づくり支援



令和5年度 当初予算総額(会計別)
(単位：千円、％）

会 計 名 令和５年度 令和４年度
対前年度比較

増減額 増減率

１．一般会計 23,675,000 22,810,000 865,000 3.8

２．国民健康保険特別会計 5,178,120 5,047,757 130,363 2.6

３．介護保険特別会計 6,327,670 6,332,138 △ 4,468 △ 0.1

４．川東財産区一般会計 4,615 4,655 △ 40 △ 0.9

５．後期高齢者医療特別会計 589,815 582,980 6,835 1.2

６．水道事業会計 1,945,063 2,154,222 △ 209,159 △ 9.7

７．下水道事業会計 3,153,620 3,776,409 △ 622,789 △ 16.5

合 計 40,873,903 40,708,161 165,742 0.4

令和４年度からの繰越事業 455,330 一般会計 16事業


